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２０２６年１月２５日（日）公現後第３主日 

    銀座教会・新島教会 主日礼拝 

礼拝招詞 「わたしは生い茂るオリーブの木。 

神の家にとどまります。 

世々限りなく、神の慈しみに依り頼みます。」（詩編 52:10） 

主の祈り 

交読詩編 詩編１００編１～４節 

       全地よ、主に向かって喜びの叫びをあげよ。 

          喜び祝い、主に仕え 

       喜び歌って御前に進み出よ。 

       知れ、主こそ神であると。 

          主はわたしたちを造られた。 

       わたしたちは主のもの、その民 

       主に養われる羊の群れ。 

       感謝の歌をうたって主の門に進み 

          賛美の歌をうたって主の庭に入れ。 

       感謝をささげ、御名をたたえよ。 

使徒信条 

讃美歌 ５１８番（いのちのきずなの） 

聖 書 『列王記上』１２章１６～２０節（旧 p.552） 

16 イスラエルのすべての人々は、王が耳を貸さないのを見て、王に言葉を返した。 

「ダビデの家に我々の受け継ぐ分が少しでもあろうか。エッサイの子と共にする 

嗣業はない。イスラエルよ、自分の天幕に帰れ。ダビデよ、今後自分の家のことは 

自分で見るがよい。」こうして、イスラエルは自分の天幕に帰って行った。 

17 レハブアムは、ただユダの町々に住むイスラエル人に対してのみ王であり続けた。 

18 レハブアム王は労役の監督アドラムを遣わしたが、イスラエルのすべての人々は

彼を石で打ち殺したため、レハブアム王は急いで戦車に乗り込み、エルサレムに逃げ

帰った。19 このようにイスラエルはダビデの家に背き、今日に至っている。 

20 イスラエルのすべての人々はヤロブアムが帰ったことを聞き、人を遣わして彼を

共同体に招き、王としてイスラエルのすべての人々の上に立てた。ユダ族のほかには、 

ダビデの家に従う者はなかった。 

 

牧会祈祷 

 天の父なる神さま、あなたの尊い御名をあがめます。主の恵みの年、２０２６年を

お与えくださり、ありがとうございます。寒さの中でお一人お一人の身体が支えられ

ますように。卒園や卒業など、新たなステップに進もうとする教会の子どもたちは、
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楽しみな思いと共に、不安な思いも抱く時を過ごしています。試験を受けている若い

人たちも多くあります。どうか主の御手の中で、新しいことにチャレンジする子ども

たちの魂を守り導いてください。支えるご家庭を顧みてください。 

 聖霊なる神さま、新年の祈祷会をお導きくださり感謝いたします。主の家族に与え

られた務めと祈る心が励まされました。 

創造主なる神さま、年が改まっても時に私たちは思い煩いに支配される弱さを抱

えます。今日も御言葉によって、あなたが最初に造ってくださった日のように、清い

心をお与えください。自他を赦し、私の顔が神さまのほうを見るようにしてください。 

 私たちの姉妹教会であるメソジストの群れ、海外の宣教師たち、愛する新島教会の 

兄弟姉妹が、今朝も健やかに目覚め、共にお一人の主をあがめ賛美をささげられます

ように。神さまのご意思に沿う七日の歩みを、この年も成さしめてください。いつも

家庭礼拝のしおりを掌に置いて祈りを共にする幸いに感謝します。主が共に手を取

って、我々が活気に満ちる時も心沈む時も、善き時として、お守りください。 

年始めの礼拝で祈りに覚えた能登半島の教会 ・伝道所や鳥取の地域の方々、施設や

漁村での暮らしが、寒さの中でも引き続き支えられますように。どんなに小さな営み

にも、神さまが希望の光を見出させてくださるように願います。 

私たちの心が主によって強められる今日、安息日の平安と力とを分け合うことが

できますようお導きください。イエスさまのお名前によってお祈りします。アーメン。 

 

説 教 「お帰りなさい」                岩田 真紗美 副牧師 

                        列王記上１２章１６～２０節 

 主の年２０２６年の最初のひと月が、神さまの御手の中で過ぎ行こうとしていま

す。年の初めの今月は特に、主の平和、シャロームがこの世に満ちますようにと基礎

集団の祈祷会で祈りをささげてまいりました。また、元日礼拝を始め、成人祝福の祈

りや東支区の礼拝、東京神学大学の教職セミナー、支区の研修会を通して、多くの兄

弟姉妹と共に、膝を突き合わせて祈り合う恵みをいただき、神に感謝します。 

 今月は『列王記上』を御一緒に読み進めています。私たちの教会生活が新年から祈

りをもって支えられていることが如何に大切か、改めて思わされる御言葉が続きま

す。本日共にお聞きしている 12 章は、「世界史」の教科書でも大きな世界の歩みの中

での分岐点として語られる、北イスラエルと南ユダに、王国が分けられて行く場面で

す。創造主なる神さまが、まるで親鳥のように雛であるイスラエルの民に慈しみを注

ぎ続け、「神の言葉」をお与えになります。しかし民は、偶像崇拝から足を洗う事が

出来ません。ここでは「自分の天幕に帰れ」(列上 12:16)というメッセージが、やが

て「神の言葉」(同 22 節)として、悔い改めを促す目的で告げられます。 

本日の箇所の少し先のところですが、24 節で神の言葉が神の人、「シェマヤー」(原

文を直訳すれば「神を聴く者」という名である者)に主の御意思として示されます。

「『主はこう言われる。攻め上ってはならない。兄弟であるイスラエルの人々と戦っ

てはならない。それぞれ自分の家に帰りなさい。このことは私から出たのである。』
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彼らは主の言葉を聞き入れ、主の言葉に従って帰っていった。」(聖書協会共同訳、同

12:24)と、イスラエルの子らに対しては父親のように神が、「兄弟である人々と戦っ

てはならない」と命じられます。戦う思いが捨てられないのならば自分の家に帰れ、

という平和の神からの勧めであります。 

ところで、ご存知の方も多いと思いますが、列王記は上下巻共に「歴史書」と呼ば

れるジャンルに属するものです。しかしいわゆる「歴史小説」や世界史の 「教科書」

とは異なる点もあります。それは、神の言葉がどのように告げられ、それを民がどれ

だけ忠実に聴けたのか、礼拝を通してどのように応答をささげたか、という面に集中

して語っている部分に如実に表れています。本日の箇所で列王記は、 「神の人」や神

に従う民が神の言葉を聴く場、つまり「天幕」や教会に与えられている祈りの場、そ

のものが崩れていると嘆いています。それでも「自分の天幕に帰れ」と指示するのは

何故だろうかと思い巡らしますと、新約聖書のある御言葉が浮かびます。それは、神

の言葉が「両刃の剣」としてどんな時代にも生きて働くことを告げる、あの『ヘブラ

イ人への手紙』が 4 章 12 節での勧告です。神の言葉は「生きており、力を発揮し、

どんな両刃の剣よりも鋭く、精神と霊、関節と骨髄とを切り離すほどに刺し通して、

心の思いや考えを見分けることができる」のを、私たちは今日改めて知らされるので

す。 

「自分の天幕に帰れ」と神が言われる時、私たちの 「天幕」である「教会」が何を

大黒柱として建っているのかに、私たちの目は注目せざるを得ません。それは、主の

御身体としての教会であり、神の言葉を大黒柱とした天幕の栄光に満ちた姿です。そ

して、世が騒がしい時にはそこにこそ私たちは立ち帰って、心の平安、神のシャロー

ムをいただくのです。教会で共に祈りを合わせ、心一つに神を讃美する礼拝をささげ

る私たちは、うれしいことに、神の 「宝の民」 （ 『命命記』7:6)としてこの世に生かさ

れている主の民です。そうであるからこそ、また 「このようにして、イスラエルはダ

ビデの家に背きつつ、今日に至っている」(列王記上 12:19、私訳)という冷静な、物

語のナレーターの台詞のような御言葉も、耳が痛い思いで受け取らなくてはならな

いと思わされるのです。あのナチスの時代、「まずその暴走車の運転席から、ヒトラ

ーという運転手を引きずり降ろさねばならない」と語ったボンヘッファーの熱い決

断をも、思い起こすからです。列王記が語る王国の分裂は、現代にもある危機です。

しかし神が示される確かな信仰の道を知っている教会は、主の御身体としての天幕

の務めを「嗣業」とする限り、安らかな平安に満たされる「主に養われる羊の群れ」

(詩編 100:3)だと言えるでしょう。 

列王記が語る「王」は「周囲に助言を求めた上で」(聖書協会共同訳、同 12:28)、

とうとう二体の金の子牛(原文通りに訳せば、ささげものとして律法に適う価値ある

「若牛」)を造り、「罪の源」(30 節)を残してしまいます。神は人間の小ささを良く

ご存知で、そうであるからこそ「主は地の面にいるすべての民の中からあなたを選び、

御自分の宝の民とされた」(命命記 7:6)のでありました。ただ私たちに対する主の愛

のゆえに、主は力ある御腕をもって私たちを導き、神のみが主であり「信頼すべきお
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方であることを」(同 7:9)イスラエルの家々に、繰り返し語られたのです。しかし、

もはや人々は次から次へと祭壇に偶像を持ち込みます。しかも周囲には誰一人、恵み

の神に思いを馳せる者がいなかった(列上 12:28)のです。このことによって民は、

日々の平安を失う「バビロン捕囚」という旧約時代における最大の苦悩を引き起こす

のです。 

自分の天幕を自らの手で汚してしまった民の嘆きを、主はお見捨てにならなかっ

たばかりか、さらに憐れみを深めながら私たち以上の涙をこらえて、民を愛し続けて

くださいました。新約聖書が語る主イエスを 「お言葉どおり」この世に救い主として、

贈ってくださったのです。ここに、神の愛があります。私たちが神を忘れて闇を彷徨

った時代にも神は、片時も民の顔を忘れなかったのです。心から案じて立ち帰りを待

ちながら、神は愛であり続けられました。 「神は愛」(ヨハネの手紙Ⅰ4:16)そのもの

だからです。これが聖書の中に収められた「歴史書」が語る、神の民の歴史です。 

人はいつの世も些細な違いを主張し合って譲ることなく、しまいには神と人と闘

い、天幕を崩し、神から受け継いだ嗣業を見失います。しかし使徒パウロが言うよう

に、そのような時代に立たされてもなお、神の民は「神の霊が内に宿っている限り(中

略)体は罪によって死んでいても、『霊』は義によって命となっている」（ローマの信

徒への手紙 8:9-11）のです。なぜなら必ず主イエス・キリストが終わりの日に「ダ

ビデのひこばえ、輝く明けの明星」(『ヨハネの黙示録』22:16)として、愛する私た

ちの教会、すなわち「〝霊″と花嫁」のもとへ「花婿」( 『マタイによる福音書』25:5)

として帰って来てくださる、私たち自身が今は神に愛されている「天幕」だからです。

その一番大事な平和に満ちあふれる恵みの瞬間、終わりの日が、今日突然訪れても良

いように、「おかえりなさい」と愛する主を心してお迎えできるように、私たちは賢

いおとめたちのように壺に油を充分入れて細ることのない「ともし火」（同 25:4）を

灯し、備えていたいと思います。終末の希望を遥かに望み見て、私たちも主の忍耐に

倣い、神の約束の言葉を信じ、「主の言葉を聞き、主の言葉に従って」(列上 12:24）

歩みたいと思います。 

私たち一人一人は神から洗礼によっていただいた聖霊が「宿ってくださる神殿」

( 『リリントの信徒への手紙Ⅰ』6:19)です。その「内なる宮」に留まり祈りつつ、共

にこの週も平和の主をお待ちしましょう。そして、洗礼の恵みを想いつつ多くの兄弟

姉妹が祈っていることに心を合わせて、愛である神の夢を共に垣間見ながら、その日

をお待ちしましょう。 

祈 祷 

讃美歌 二編１９６番（救い主は待っておられる） 

献 金   

頌 栄 ５４４番 

祝 祷 平和のうちに、この世へと出て行きなさい。主なる神に仕え、隣人を愛し、

主なる神を愛し、隣人に仕えなさい。主イエス・キリストの恵み、父なる神の愛、 

聖霊のしたしき交わりが、ひとりひとりの上に、永遠にありますように。アーメン。 


